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マーケテイングにおける新パラダイムの可能性










切 りをもって状況を概観 した.まずは4Pの視点から注視 ･認識すべき諸点を一々整理 し
つつ検討 し､その結果からPRODUCTにおいての市場待望型新製品を登場させる必要性､
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































42 国際経営論集 No.39 2010
倉昌男』日経BP社 1999
(ll)内藤耕編 『サービス工学入門』東京大学出版
会､2009
T.Levittの唱えるいわゆる ｢サービスの工業化｣
は､本書での ｢サービスプロセスのモジュール化
とその統合的活用による革新｣(p.163)と理解が重
なっていると思われる｡持丸はサービスプロセス
を実務的なビジネスとして完成させる基軸要素を
3L (LAN-web接続､Life-生活との融合､Log-
データ蓄積)としている｡(p.201)
人間生活をいわば観測して得た膨大な蓄積データ
(-IT社会の中で各人それぞれが授受する情報を
想定)を実用的に活用する技術を実現する中でサー
ビスを秩序立って合理的に運用できるビジネスシ
ステムが実現できるという｡(第 5章)
